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受信料への意見  

４月から６月に受信料に関しては、５３万９，４８２件の意見や問い合わせが寄せられました。ふれあいセ

ンター（営業)で受け付けた苦情や要望を含む意見は１万５，０２２件で、このうち７，８８３件（５２％）は一

次窓口で対応が完了しました。残る７，１３９件（４８％）については、担当地域の営業部・センターが二次

対応しました。受信料制度などを丁寧に説明して理解を求めるとともに訪問員の指導や研修などの対応

を行いました。 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

技術・受信相談への意見   

４月から６月に技術・受信相談に関しては、１万３，３８０件の意見や問い合わせが寄せられました。これら

の意見や問い合わせの内訳は、受信不良の申し出が８，３４９件、受信方法やテレビのリモコンの操作方

法などの技術相談は４,２７２件です。受信不良の申し出については、一次窓口で対応を完了したのが

４，０７７件（４９％）で、残る４，２７２件（５１％）は訪問による二次対応で改善の指導や助言を行い、技術

相談については、ふれあいセンターや各放送局の受信相談窓口で対応しました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

経営への意見  

ＮＨＫの経営に関して４月から６月は１,０８７件の意見や問い合わせが寄せられ、このうちふれあいセン

ター（放送）に寄せられた意見は８７４件でした。主な内訳は、「不祥事」関連が２８５件、「職員制度」関連

が３３件、「公共放送」関連が２７件、「経営計画」関連が１８件、などとなっています。 

丁寧に意見を聞くとともに、問い合わせについては対応資料などをもとに回答しました。 

 

事由
 訪問員等の応対、説明不十分等 8,165
 訪問日、訪問時間に対する不満 20
 受信料制度への不満・不公平感 276
 料金体系・料額への不満 72

事務処理関係  事務手続き(割引・返金等）の遅れ等による苦情 332
番組サービス  「番組内容が悪い」等の不満 64
その他 訪問以外の営業活動への意見等 6,093
合計 15,022

スタッフ関係

受信料制度

事由
受信不良 8,349

一次対応 4,077
個別受信設備不良 3,510
共同受信設備不良 288
建造物による受信障害 32
雑音障害 79
混信・難視聴など 168

二次対応 4,272
技術相談 （受信方法などへの問い合わせ） 5,031
合計 13,380
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意見・要望への対応事例 

■ザ少年倶楽部（ＢＳプレミアム） 観覧申し込み方法を見直し 
 
ジャニーズＪｒ．を中心とした出演者が、熱気とライブ感を

余すところなくお伝えする公開番組「ザ少年倶楽部」。多くの

観覧希望が寄せられる一方で、インターネット上での入場

整理券の売買などがあとを絶ちませんでした。２０１７年９月

に当選者の本人確認を導入したことで、入場整理券の売買

は大幅に減少しましたが、同伴入場の権利が高額で取り引

きされるケースがその後も続き、改善を求める要望が寄せ

られてきました。 
 
【視聴者の意見・指摘】 

・ インターネットのオークションサイトで、同伴入場の権利が高額で出品されているのをたびたび目にしていて、

とても悲しく感じている。こうした売買に関して、厳しく対処してほしい。         （30代女性） 

・ 本人確認もずいぶん厳しくなったということで感謝している。しかし、相変わらずネットでの売買が続いてい

て、同伴の権利が５万円以上で売られているのも見たこともある。もっと改善してもらいたい。（50 代女性） 

・ 毎月、観覧の応募をしているが、これまで３年間当たったことがない。転売対策で本人確認が始まってから、

倍率が多少は下がって年に１回は当たるのではないかとも思ったが、非常に残念な気持ちだ。（20代性別不明） 

 

高額な価格での取り引きの防止と、視聴者の声に応えるため、６月にチケット不正転売禁止法が施行されるのにあ

わせて、６月１７日実施分から観覧申し込みの方法を見直すことにしました。これに向けて、４月１１日に、ホームペー

ジで申し込み方法の変更を告知しました。 

（主な変更点） 

〇入場整理券１枚で ２人まで入場 ⇒ これからは１枚で１人入場 

※これまでは、入場整理券１枚で２人まで入場できたので、親子や友だち同士で観覧することができました。今 

 後は、２人それぞれ申し込んで２人とも当選した場合、一緒に来場いただくと、並んだ席の座席券（２枚まで） 

を発券します。 

〇会場受付で入場整理券を提示いただき、顔認証システムで来場者全員を対象に本人確認を実施 

 

 より多くの応募者に当選の機会を作り、厳格な本人確認を行います。 

 

 

 

【視聴者の声】 

・ いつも観覧や放送を楽しみにしている。不正転売などに心を痛めていたので、申し込み方法が改善されてとて

もうれしい。                                   （19歳以下女性） 

・ 申し込み１件につき１名の入場に変わった。１人でも多くの人が当選する機会が増えて、転売も減るようにし

てもらい、とてもありがたく思っている。                        （20代女性） 

 

ＮＨＫでは、今後もよりよい観覧申し込み方法を検討しながら、改善に努めていきます。 
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■広島放送局が民放と共同で西日本豪雨の教訓を考える防災特番を放送 

 去年６月末から７月上旬にかけて、西日本を中心に広い範囲で記録的な大雨となりました。気象庁は７月６日から８日

にかけて１府１０県に大雨特別警報を発表し、最大級の警戒を呼びかけました。ＮＨＫでは７月５日から定時のニュー

ス枠を拡大して警戒を呼びかけ、テレビとラジオなどで大雨や被害の情報を繰り返し伝えました。しかし、死者・行方

不明者が２８０人を超える平成最悪の水害となりました。 
 

【西日本豪雨の際に寄せられた視聴者の意見･要望】 
・ アナウンサーが「必ず救助は来ます。心を強く持ってください。周りの方にも気を配ってください」と呼び

かけていたが、心がこもっていた。気持ちを代弁してもらった感じがした。                  （60代男性） 

・ すぐに避難すべきかどうか判断できるように、地元の様子をもっときめ細かく伝えてほしかった。 

（50代女性） 

・ 大雨の音にかき消され、防災無線や自治体の広報車からの情報が全然聞こえなかった。大切な災害情報が住

民に届かなかった実態について、もっと放送で取り上げるべきだと思う。                     （40代女性） 

・ 今回の豪雨でなぜ多くの方が亡くなったのか、未然に防ぐ手だてはなかったのか、継続的に検証番組を放送

してほしい 。                                    （40代男性） 

 
ＮＨＫは西日本豪雨をきっかけに災害が切迫しているときには、地方局での避難の呼びかけを最優先するという

方針を打ち出しました。その後、台風や大雨、地震のときには地方局が通常の番組を変更して、地域の災害情報をよ

り細かく伝えるとともに、避難の呼びかけにも一層、力を入れています。 
また、防災や減災の取り組みも各地で進んでいます。このうち１３７人が亡くなった広島県では、ＮＨＫ広島放送局

がその後、防災や減災の取り組みを強め、今回、発災から１年を前に民放の広島テレビと共同で、特別番組を制作し、

６月５日に放送しました。番組では事前にメールとＦＡＸで視聴者の体験や意見を募集しました。それらの声をもと

に、広島県内各地の被災地を取材。発災当時、雨音にかき消され防災無線が聞こえなかったことや、夜間の避難に十

分な備えがなかったことなど、避難情報が必ずしも生かされなかった原因について現地から伝えました。また、住民

が自主的に避難マップを作り、実際に避難経路を歩いて確認した地域の訓練の取り組みなども紹介しました。 
 

 
 
 
 

  
 
 
 

「西日本豪雨 被災地からの声 ～今、私たちにできること～」（NHK広島と広島テレビの共同制作番組） 
（６月５日 後５：３０～５：５３／後６：３０～６：４７） 

 

【番組にご出演いただいた方々 から寄せられた声】 

・ 被災地の現状や被災者の声を分かりやすく伝えてくれた。自主防災活動に取り組む意欲が高まった。 

（70代男性） 

・ 番組に取り上げてもらったことで、自分たちの地域に自信が持てるようになり、コミュニティーとしてまとま

るきっかけにもなったと思う。                                                                  （60代女性） 

・ 番組で紹介していただいた私たちの被災体験が、今後の防災に少しでも役だったらと思う。 （60代女性） 

 




